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北
九
州
市
へ
の
権
限
移
譲
時
に

後
退 ２

０
１
７
年
度
よ
り
、
福
岡
県
か
ら

北
九
州
市
へ
の
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
、

県
費
教
職
員
か
ら
市
費
教
職
員
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
際
私
達
の
強
い
要
求
に
も
拘
ら

ず
、
病
気
休
暇
取
得
単
位
が
１
日
単
位

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度

３
月
３
１
日
ま
で
は
３
年
間
設
け
ら
れ

た
経
過
措
置
で
１
時
間
単
位
で
の
取
得

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日

か
ら
は
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。 

 

現
行
は
、
透
析
治
療
の
み
に
半
日

単
位
、
ま
た
は
一
時
間
単
位
が
認

め
ら
れ
て
い
る 

 

同
様
に
、
通
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を

受
け
な
が
ら
働
く
こ
と
も
可
能
な
方

や
、
病
気
の
た
め
に
定
期
的
な
診
察
や

治
療
を
受
け
て
い
る
方
に
も
適
用
す
る

べ
き
で
す
し
、
病
気
が
ひ
ど
く
な
ら
な

い
よ
う
に
治
療
を
受
け
る
た
め
の
日
常

的
な
通
院
治
療
に
関
し
て
も
適
用
す

る
べ
き
で
あ
る
と
私
達
は
考
え
ま
す
。

病
気
を
早
く
治
す
こ
と
は
、
職
員
の
た

め
に
も
児
童
生
徒
の
た
め
に
も
必
要
な

こ
と
で
す
。 

 

本
来
な
ら
一
日
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い

と
思
っ
て
も
「
授
業
を
進
め
な
い
と
進

度
が
遅
れ
る
」
「
休
ん
で
も
入
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
朝
や

夕
方
に
通
院
す
る
こ
と
は
多
い
で
す
。 

経
過
措
置
が
こ
の
ま
ま
終
了
す
れ
ば
、

一
日
休
む
、
ま
た
は
全
て
年
次
休
暇
で

処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 給
与
改
定
交
渉
で
病
気
休
暇
の

一
時
間
取
得
を
要
求
し
ま
す 

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
で
は

１
０
月
よ
り
行
わ
れ
る
給
与
改
定
交
渉

で
、
病
気
休
暇
の
一
時
間
取
得
を
要
求

し
ま
す
。
（
福
岡
県
の
全
職
員
に
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
）み
な
さ
ん
の
声
も
お
届

け
く
だ
さ
い
。 
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２
０
２
０
年
度
よ
り
病
気
休
暇
の
取
得
が 

１
日
単
位
に
（経
過
措
置
終
了
） 

―
 

福
岡
県
並
み
に
、
病
気
休
暇
を
１
時
間
単
位
で 

取
得
で
き
る
よ
う
に
、
要
求
し
ま
す ―

 

２
０
１
９
年 北

九
州
市
人
事
委
員
会
勧
告
の
要
旨 

 

１ 

給
与
勧
告
に
つ
い
て 

月
例
給
・
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
引
上
げ
（
再
任
用
教
員
を
除

く
） 

〈
本
年
度
実
施
〉 

①
民
間
給
与
と
の
較
差
５
５
７
円
（
０
．
１
４
％
）
を
解
消

す
る
た
め
、
給
与
月
額
を
引
上
げ
（若
年
層
に
重
点
） 

②
ボ
ー
ナ
ス
を
引
上
げ
（
０
．
０
５
月
分
）
、
引
上
げ
分
は

勤
勉
手
当
に
配
分 

住
居
手
当
の
見
直
し
（人
事
院
勧
告
と
同
様
） 

２
０
２
０
年
度
か
ら
家
賃
額
の
下
限
を
１
万
６
千
円

に
引
上
げ
る
一
方
、
上
限
を
２
万
８
千
円
に
引
上
げ

（手
当
額
が
２
千
円
減
額
と
な
る
職
員
に
は
一
年
間
の
経
過
措
置
） 

２ 

長
時
間
労
働
の
改
善
に
つ
い
て 

「
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
版
）
」
の
実
施
成
果
を
次

の
取
組
に
生
か
す
と
と
も
に
、
学
校
現
場
の
特
殊
性
も
踏
ま
え
、
長
時
間

労
働
の
改
善
等
が
具
体
性
を
持
っ
て
行
き
渡
る
よ
う
努
め
る
必
要 

時
間
外
勤
務
手
当
等
が
支
給
さ
れ
な
い
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
長
時
間
労

働
の
改
善
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
・改
革
に
取
り
組
む
必
要 

３ 

会
計
年
度
任
用
職
員 

来
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月
の
制
度
導
入
に
向
け
、
規
則
・
要
綱
等
の
整
備

や
各
所
属
等
へ
の
制
度
の
周
知
を
遺
漏
な
く
進
め
、
円
滑
な
移
行
に
努
め

ら
れ
た
い 

４ 
定
年
の
引
上
げ 

引
き
続
き
、
国
の
動
向
や
他
都
市
の
検
討
状
況
等
を
注
視
し
つ
つ
、
本
市

の
実
情
も
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要 

引上げ勧告！ 

昨年見送られた学校事務職員の

給与も今年は引上げ！ 

しかし、要求にはほど遠い！ 

再任用教員は引上げゼロ！ 

奨学金返済等で安い賃貸物件に

住んでいる青年層には 

住宅手当の見直しは打撃！ 
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学
習
会
・
署
名
行
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

★
教
育
研
究
集
会
、
学
習
会 

①
北
九
州
市
の
戦
跡
を
め
ぐ
ろ
う 

 

・日
蒔 

１
０
月
２
０
日
（
日
） 

９
時
～
１
４
時 

・集
合
場
所 

小
倉
駅
北
口
貸
切
バ
ス
駐
車
場 

８
時
５
０
分(

時
間
厳
守
願
い
ま
す) 

・参
加
申
込 

組
合
事
務
所
（
２
８
０-

４
７
７
６
） 

②
全
教
北
九
州
教
研
・共
育
集
会 

 

・日
蒔 

１
０
月
２
６
日
（土
） 

１
３
時
～ 

・場
所 

ウ
エ
ル
と
ば
た 

１
２
１
・１
２
２
会
議
室 

・テ
ー
マ 

「い
ま
、
学
校
は
ど
う
な
ん
」 

③
教
組
共
闘
連
絡
会 

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会 

 

・日
蒔 

１
１
月
９
日
（土
） 

１
０
日
（日
） 

・場
所 

休
暇
村 

志
賀
島(

福
岡
市
東
区) 

 

・参
加
費 

１
０
０
０
円
（宿
泊
費
別
） 

★
教
育
条
件
を
よ
く
す
る
署
名
行
動 

①
１
０
月
５
日
（土
） 

１
０
時
半 

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅 

②
１
０
月
２
６
日
（土
）１
０
時
半 

Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅 

１
日
目
の
全
体
集
会
の
文
化
行
事

は
、
高
校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
し
た
。
一
人
ず
つ
音
楽
に
合
わ
せ

て
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
い
っ
た
い
何
が

で
き
る
の
か
、
興
味
津
々
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
写
真
）
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
、
息
つ
く

間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
紙
を
広
げ
、
「
書

く
」
「
吊
り
下
げ
る
」
ま
で
を
も
の
の
見

事
に
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
部
員
１
０
人

の
息
の
合
っ
た
姿
に
感
動
！ 

次
に
、
近

江
兄
弟
社
高
校
の
演
劇
部
が
、
悩
み
傷

つ
き
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
自
ら
の
成

長
を
通
し
て
「
私
の
思
い
を
受
け
と
め

て
」
と
劇
で
問
い
か
け
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
子
ど
も
の
命
を

守
る
こ
と
～
子
ど
も
の
人
権
・
人
間
の

尊
厳
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
増
山
均
さ
ん
、

みんなで 

２１世紀の未来をひらく 

教育のつどい 
２０１９ ８・１６～８．１８ in 滋賀 

 
 

憲法守ろうと市場の中で宣伝 

女性部 ゆかたで行動 
７月２６日（金）黄金市場 

８月１６日から１８日に滋賀県で教育研究全国集会2019

（教育のつどい）が開催されました。全教北九州市教職員

組合からは１１人が参加。分科会では、８本の実践を報告

しました。 

義
元
祐
正
さ
ん
、
そ
し
て
滋
賀
の
教
員

の
四
人
の
対
談
で
し
た
。
子
ど
も
を
と

り
ま
く
状
況
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
子
ど
も
白
書
２
０
１
９
は
「子
ど

も
は
生
き
て
い
る
か
」
の
タ
イ
ト
ル
が
つ

く
ほ
ど
で
す
。
（
前
年
は
「
型
に
は
め
た

い
大
人
た
ち
」
）
今
の
子
ど
も
の
実
態

は
、
『
警
戒
的
緊
張
状
態
』
だ
そ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
主
体
的
な
学
び

と
自
由
な
遊
び
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
の
ん
び
り
、
失
敗
ｏ
ｋ
、
自
分

た
ち
の
手
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ

と
教
え
た
い
。
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も

の
声
（
子
ど
も
の
見
方
、
と
ら
え
方
、
感

じ
方
）
を
大
切
に
。
そ
の
た
め
に
は
、
忍

耐
力
、
想
像
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

が
、
心
に
残
り
ま
し
た
。
（Ｔ
・Ｊ
） 

た
く
さ
ん
の
「
ど
う
な
ん
？
」
が
出
て

き
て
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
と
て

も
充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
生
の
「
高
速
道
路
に
の
っ
て
い
る
み
た

い
」
「
ほ
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
不
安
」と
い

う
言
葉
は
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
の
真
の
意

味
は
、
大
人
が
囲
う
こ
と
で
は
な
く
『子

ど
も
自
ら
身
を
守
る
力
を
つ
け
る
こ

と
』
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

活
動
の
指
針
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人

か
ら
与
え
ら
れ
る
評
価
で
つ
け
る
自
信

で
な
く
、
自
分
で
見
つ
け
ら
れ
る
自
信

を
、
私
が
ま
ず
見
つ
け
て
い
き
た
い
で

す
。 最

後
に
、
発
言
で
き
な
か
っ
た
私
の

「
学
校
っ
て
ど
う
な
ん
？
」
は
、
生
徒
総

会
の
無
意
味
さ
。
お
か
し
な
校
則
を
変

え
よ
う
と
子
ど
も
達
が
立
ち
上
が
る

も
、
公
の
場
で
却
下
さ
れ
て
終
わ
り
。

子
ど
も
達
は
、
「
総
会
を
す
る
意
味
が

な
い
。
」
と
声
を
漏
ら
す
。
ど
う
に
か
来

年
の
総
会
は
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い

で
す
。
（Ｎ
・Ｍ
） 

今
、
学
校
っ
て
ど
う
な
ん
？ 

―
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
７
に
参
加
し
て ―

 
 

大
人
に
は
忍
耐
力
と
想
像
力
が
必
要 

―

開
会
行
事
・ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て ―

 
高
校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品 

 


